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ユ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
れ
ソ
で

秋
の
一
日
者
満
喫
/

昨
年
に
引
き
続
き
第
2
回
大
洗
ニ
ュ

ー
ス
ポ

l
ツ
ま
つ
り
が
、
日
月
刊
日

(
体
育
の
日
)
に
、
大
洗
町
総
合
運
動
公

園
で
、
大
洗
町
・
大
洗
町
体
育
指
導
委

員
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
!
ス
ポ
ー
ツ
は
、
特
定
の
競
技

種
目
に
し
ば
ら
れ
ず
、
競
技
者
聞
の
格

差
を
な
る
べ
く
少
な
く
し
、
だ
れ
で
も

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
近
年

様
々
な
競
技
が
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ

l
ツ
ま
つ
り
で

は
、
そ
の
な
か
で
す
っ
か
り
人
気
の
定

着
し
た
感
の
あ
る
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
家
族
や
友
人
、
職
場
の
グ

ル
ー
プ
で
楽
し
み
ま
し
た
。

終
始
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
が
大
会
々
場
じ
ゅ
う
に
あ
ふ
れ
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
の
一
日
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
ち
ょ
っ
と
し
た

ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
簡
単
に
楽
し
め

る
ゴ
ル
フ
を
ベ

l
ス
に
し
た
軽
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
「
は
じ
め
は
こ
ん
な
の
と
、
簡

単
に
考
え
や
っ
て
み
ま
し
た
が
、
結
構

難
し
く
て
、
楽
し
め
ま
し
た
。
」
当
日
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
初
め
て
挑
戦
さ
れ
た

と
い
う
方
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

普
段
は
あ
ま
り
運
動
を
す
る
時
聞
が

と
れ
な
い
方
々
も
家
族
や
仲
間
・
同
僚

た
ち
と
、
楽
し
み
な
が
ら
心
地
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

※
ニ
ュ
ー
ス
ポ

i
ツ
の
用
具
や
ル

l
ル

解
説
な
ど
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
興

味
を
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ

生
涯
学
習
課
へ
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
岡
山

ミ
ニ
運
動
会
で
究
涜
/

大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
大
岡
紀

一
本
部
長
)
は
7
つ
の
少
年
団
よ
り
形

成
き
れ
て
い
ま
す
が
、
種
目
の
違
う
少

年
団
同
志
で
は
な
か
な
か
一
緒
に
活
動

で
き
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
今
年
は
叩
月
四
日
(
体
育
の
臼
)
、

大
洗
町
総
合
運
動
公
閣
で
ミ
ニ
運
動
会

を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
志
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

パ
ン
喰
い
競
争
(
ラ
ム
ネ
の
一
気
の

み
あ
り
)
、
イ
ス
と
り
ゲ

l
ム
(
カ
ラ
一

l
コ
l
ン
を
代
用
)
、
王
様
ド
ッ
ヂ
ボ
一

l
ル
(
ボ

l
ル
を
2
つ
使
用
)
、
玉
送
一

り
リ
レ

l
(頭
の
上
を
送
り
ま
す
)
、
一

O
×
ク
イ
ズ
(
賞
品
あ
り
)
な
ど
に
3

一

百
人
近
い
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
が
広
い
一

芝
生
の
競
技
場
狭
し
と
跳
ね
ま
わ
り
、
一

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
一

父
母
の
皆
さ
ん
の
協
カ
も
あ
り
、
小
一

規
模
な
が
ら
内
容
の
濃
い
楽
し
い
運
動
一

会
に
な
り
ま
し
た
。
各
少
年
団
同
志
種
一

目
は
違
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
一

た
友
情
を
誓
う
少
年
団
の
メ
ン
バ
ー
達
一

の
表
情
は
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
一

た

一

伺
あ
た
っ
て
く
れ
!
(
ニ
ュ

i
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

h
F

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

司
早
く
飲
ま
な
く
っ
ち
ゃ
(
ラ
ム
ネ
の
一
気
の
み
)

倒
パ
ン
は
私
の
大
好
物
、
ま
け
な
い
わ
よ
!

恥
吻酬

雪
国
ひ
し
て
活
り
明
日
は
出
稼
に
酬

酬

米

国

一

穂

『

万

禄

』

酬

酬
よ
そ
の
家
よ
り
早
め
に
雪
囲
い
の
酬

酬
作
業
に
精
を
出
し
て
い
る
の
で
し
ょ
酬

剛
う
か
。
そ
れ
と
も
、
早
々
と
雪
囲
い
を
剛

酬
仕
上
げ
て
、
こ
れ
で
安
心
し
て
ひ
と
酬

附
冬
家
族
を
置
い
て
出
穣
ぎ
に
出
ら
れ
捌

酬
る
と
、
安
堵
し
て
い
る
風
情
の
家
を
馴

酬
見
か
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
酬

附
し
て
も
雪
国
の
初
冬
の
風
景
で
す
。
棚

酬
雪
囲
い
l
l
|
土
日
は
雪
国
で
は
お
な
州

酬
じ
み
の
風
景
で
し
た
が
、
最
近
は
家
州

酬
の
構
造
の
変
化
の
た
め
、
見
る
こ
と
酬

酬
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
酬

剛
す
。
風
雪
を
防
ぐ
た
め
に
家
の
周
囲
酬

酬
や
出
入
口
に
丸
太
や
竹
を
組
み
、
わ
酬

聞

か

や

削

馴
ら
、
茅
、
よ
し
ず
な
ど
を
取
り
付
け
酬

酬
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
井
戸
や
勝
H

酬

酬
便
所
が
屋
外
に
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
酬

酬
に
も
雪
聞
い
を
し
ま
し
た
。
草
木
や
州

側
野
菜
に
も
わ
ら
や
む
し
ろ
で
囲
い
を
剛

酬

し

ま

す

。

剛

側
雪
囲
い
が
で
き
、
た
き
ぎ
の
準
備
酬

鵬
が
で
き
る
と
冬
の
備
え
完
了
と
ほ
っ
剛

酬

と

し

た

の

で

し

ょ

う

。

剛

山
川
雪
囲
い
と
は
別
に
、
庭
木
の
枝
が
剛

山
町
雪
で
折
れ
る
の
を
防
ぐ
雪
つ
り
は
、
州

側
冬
の
風
物
詩
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
鵬

酬
い
ま
す
。
金
沢
の
兼
六
園
の
様
子
酬

酬
が
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
る
の
を
ご
覧
酬

酬
に
な
っ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
酬

酬
と
こ
ろ
で
、
一
年
の
う
ち
で
十
一
州

側
月
か
ら
三
月
の
聞
は
雪
が
降
る
日
が
州

酬
多
く
な
り
、
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
酬

酬
が
増
え
る
の
で
、
火
災
の
多
い
シ

l

酬

酬
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
十
酬

酬
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
は
「
秋
の
全
捌

酬
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
酬

酬
す
。
日
本
で
は
建
物
火
災
に
よ
る
死
酬

酬
者
の
九
割
が

i

馴

酬

住

宅

火

災

に

刀

ゐ

干

融

仙

一

剛
よ
る
も
の
で
.
一
)
瑚
・
薗
欄
胆
酬

酬
消
火
訓
練
に
。
一
醍

j

耳
蝉
耐
幽
品
酬

酬
は
積
極
的
に
。
一
面
・
同
繍
醐
-
州

側

参

加

し

ま

し

い

一

一

語

縄

問

馴

よ

、

っ

。

・

ー

がd
、
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富
喜
一
Z
富
山
富
山
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(2) 

初
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
で

実
施
さ
れ
た
、
第
羽
田
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
が
叩
月
加
日
(
日
)
、
町
内
日
ヵ

所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
同
日
夜
、
磯

浜
小
学
校
体
肯
育
館
で
即
日
開
票
さ
れ
ま

し
た
。今

回
の
総
選
挙
は
、
平
成
5
年
7
月

の
前
回
総
選
挙
以
来
3
年
3
カ
月
ぶ

り、

4
代
に
わ
た
っ
て
続
い
た
連
立
政

権
の
是
非
が
関
わ
れ
る
と
と
も
に
、
目

第299号L、らあおお

世
紀
の
日
本
の
将
来
を
ど
の
政
党
、
政

治
家
に
託
す
の
か
を
選
択
す
る
重
要
な

意
味
を
持
つ
選
挙
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
投
票
率
は
茨
城
県
平
均

貯
・
回
%
(
大
洗
町
日
・
肝
%
)
で
、

衆
議
院
選
挙
と
し
て
は
戦
後
最
低
を
記

衆議院議員小選挙区選出議員選挙

(茨城県第2区)確定結果(大洗町)

衆議院比例代表選出議員選挙

確定結 果 ( 大 洗 町 )

録
。
こ
れ
ま
で
の
最
低
記
録
だ
っ
た
前

聞
の

U
-
加
%
(
大
洗
町
町
・
訪
%
)
を

大
き
く
下
田
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

(
小
選
挙
区
茨
城
県
第
2
区
)
で
は
、

額
賀
福
志
郎
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

候補者名 確 克，_._三~ 

(届け出順) 得票数

横倉達士 679票

額賀福志郎 4，519票

常井美治 3，421票

計 8，619票

無効 263票

衆議院議員小選挙区選出議員選挙

(茨城襲第21K)得票数

当額賀福志郎 109，139票

常井美治 54，138票

横倉達士 13，039票

※茨城県第 2区内市町村での得票数

政党等名 称 得票数

(届け出願) (票)

民 王 }¥ι ι 872 

新党さ きカf け 95 

自 由 連 メEL3 65 

ネ土 メコE三h三 民 主 J会比L 296 

新 進 }t 2，724 

自 由 民 主 党 3，387 

日 本 共 産 党 691 

新 社 1コLミ JAUL e 158 

計 8，288 

平成8年 llF.15日

衆議韓議員総選挙

投票区別投票者数及び投票率

投
EアZ五て 有権者数 投票者数 投票率
区

2，485人 1，363人 54.85% 

2 2，582 1，323 51.24 

3 1.412 845 59.84 

4 1，711 841 49.15 

5 1，131 681 60.21 

6 1，829 1，007 55.06 

7 846 504 59.57 

8 1，189 670 56.35 

9 1，459 827 56.68 

10 1，057 537 50.80 

11 485 284 58.56 

言十 16，186 8，882 54.87 

町
民
の
皆
様
の
生
活
意
識
や
行
動

は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
よ
り
一
一
層
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
広
く
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
き
し
、
幻
世

紀
を
展
望
し
た
創
造
性
豊
か
な
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
区
懇
談
会
に
大
勢
の
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
o

A
V

テ
i
マ

O

「
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
」
ご
み
の

分
別
収
集

。
そ
の
他

※
詳
し
い
、
臼
時
、
開
催
場
所
に
つ
い

て
は
、
週
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

592票

議
開
茨
城
県
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
顕
彰
事
業
@
」

τ大
舞
的
対
J
iト
サ

イ

ン

一

「
第

1
居
館
、
グ
ッ
ド
サ
イ
ン
聾
査
費
費
L

無効(大洗町選挙管理委員会)

&まちづくりグットサイン賞に輝いた大洗町のゲートサイン

時

削

知

山

開
U
N

/
鱗
醐
鱒
騨
吋

を
設
盟
臨
し
ま
す

こ
の
度
、
東
京
電
力
よ
り
防
組
灯
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
の
で
設
置
希
望
の

あ
る
町
内
会
は
次
の
と
お
り
申
込
み
下

さ
い
。

申
込
期
間
一
平
成
8
年
日
月
中

設
震
基
数
四
基

設
置
条
件

1
、
町
内
会
単
位
で
申
込
み
下
さ
い
?

(
個
人
で
の
申
込
み
は
出
来
ま
せ
ん
)

2
、
防
犯
灯
の
管
理
費
(
電
気
料
・
修

繕
費
)
は
町
内
会
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

3
、
設
置
は
東
電
本
柱
、
ど
な
り
ま
す
。

(
木
柱
・
支
柱
・
ト
ラ
ン
ス
の
乗
っ

て
る
柱
は
不
可
)

申
込
み
及
び
問
合
せ
先

申
請
用
紙
に
よ
り
生
活
環
境
課
交
通

防
災
係
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

盟

加

1
5
1
1
1
(内
線
2
4
2
)

茨
城
県
で
は
昭
和
白
年
度
か
ら
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
街
並
み
や
良
好
な
景
観

形
成
な
ど
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
功

績
者
を
表
彰
す
る
「
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
顕
彰
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
「
ま
ち
づ
く
り
グ
リ

ー
ン
リ
ボ
ン
賞
」
に
加
え
、
本
年
度
か

ら
景
観
に
配
慮
し
た
優
秀
な
野
外
広
告

物
を
対
象
と
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
グ
ッ

ド
サ
イ
ン
賞
」
を
新
設
。

映
え
あ
る
第
1
回
の
ま
ち
づ
く
り
グ

ッ
ド
サ
イ
ン
賞
に
大
洗
町
の
入
口
に
設

置
し
た
ゲ
!
ト
サ
イ
ン
等
が
選
ば
れ
ま

し
た
。こ

の
サ
イ
ン
は
溜
沼
橋
(
平
戸
橋
)

の
入
口
に
、
高
さ
9
m
、
5
本
の
チ
タ

ン
ポ

i
ル
材
で
造
ら
れ
て
お
り
、
ヨ
ッ

ト
や
船
の
マ
ス
ト
を
連
想
さ
せ
る
デ
ザ

イ
ン
に
す
る
な
ど
、
町
の
特
性
を
生
か

し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
本
町
に
は
海
門
橋
の

入
口
に
、
官
同
さ

mm
の
ガ
ラ
ス
材
と
ア

ル
ミ
材
を
使
っ
た

3
本
の
シ
ン
ボ
ル
タ

ワ
!
の
サ
イ
ン
や
大
洗
駅
前
の
案
内
サ

イ
ン
、
目
的
地
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

出
来
る
よ
う
に
と
誘
導
サ
イ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
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ご
利
用
下
さ
い
/

間
出
民
年
金
の
一
福
祉
施
設

軽
白
出
動
車
税
(
名
義
蛮
聾
等
〉
の

手
続
き
は
お
済
『
の
で
す
か
〔
γ

国
民
年
金
の
被
保
険
者
等
の
保
養

休
養
に
よ
る
健
康
増
進
を
目
的
と
し

て
全
国
各
地
に
現
在
日
ヶ
所
の
福
祉

施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
沼
町
内

に
は
次
の
2
ヶ
所
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
の
椙
泊
施
設

と
し
て
も
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

よ
」
告
わ
賠
』
(
常
陸
太
田
市
)

宮

0
2
9
4
(
η
)
4
1
4
1

宿
泊
定
員
但
名
。
ト
ロ
ン
温
泉
の

↓
入
浴
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
あ
り
ま

す。
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
軽
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
名
義
変
更
・
住
所

変
更
ま
た
は
鹿
寧
な
ど
の
手
続
き
は
、

左
記
あ
て
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
で
お
り
ま
す
と
、

毎
年
4
月
1
臼
現
在
で
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
所
定
の
手
続
き
は
、
早
め

に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

〔
問
合
せ
先
〕

O
原
付
・
小
型
特
殊
富
動
車
(
農
耕

用
・
特
殊
作
業
用
)
・
ミ
ニ
カ
ー

大
洗
町
役
場
税
務
課
課
税
係

電
話

2
6
7
1
5
1
1
1

内
線
1
4
1
・
1
4
2

国
民
年
金
健
康
セ
ン
タ
ー

『
レ
イ
ク
サ
イ
ド
く
き
ざ
き
』

(
稲
敷
郡
茎
崎
町
)

盟

0
2
9
8
(
苅

)
5
0
5
0

宿
泊
定
員
的
名
。
ゴ
ル
フ
練
習

場
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
付
流
水
プ
ー

ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

l
ム
な
ど
の

健
康
づ
く
り
設
備
が
あ
り
ま
す
。

予
約
の
申
込
み
ゃ
施
設
の
利
用
料

金
な
ど
詳
し
く
は
各
施
設
に
直
接
お

問
合
せ
下
さ
い
。
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鍵輔さに髄れて

忘れる火のこわさ

t'" 

平
成
7
年
1
年
間
に
発
生
し
た
火
災

は
約
6
2
、
9
0
0件
。
お
よ
そ
8
分

に
1
問
、
ー
全
国
の
ど
こ
か
で
火
事
が
起

き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
物
火

災
に
よ
る
死
者
総
数
の
約
出
%
が
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
住
ま
い
の
火

災
を
い
か
に
紡
ぐ
か
が
人
命
を
守
る
カ

ギ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

ら

①
寝
タ
バ
コ
の
厳
禁

あおお

第
羽
田
秋
季
町
民
野
球
大
会
が

9
月

却
日
・
日
月
6
臼
・
日
日
の
各
日
曜
日

を
利
用
し
て
、
町
運
動
公
園
を
会
場
に

日
チ
l
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
決
勝
ま
で

駒
を
進
め
た
の
は
、
上
位
進
出
常
連
の

強
豪
チ
l
ム
を
破
っ
て
勝
ち
残
っ
た
オ

ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
と
今
回
初
出
場
の
オ
オ

ブ
ベ
イ
コ
ク
テ
ン
が
激
突
。
試
合
は
白

カ
に
勝
る
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
が
、
終
始

試
合
を
有
利
に
進
め
、
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。オ

ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス
は
、
チ
ー
ム
結
成

3
年
と
若
い
チ

l
ム
な
が
ら
、
こ
れ
で

4
季
連
続
決
勝
進
出
(
春
・
秋
合
わ
せ

て
)
。
う
ち
、

3
度
の
優
勝
を
納
め
ま

し
た
。
今
回
は
若
い
チ

i
ム
の
活
躍
が

目
立
ち
、
今
後
も
、
新
旧
チ
i
ム
の
白

熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
オ
ノ
チ
ョ
ッ
プ
ス

準
優
勝
オ
オ
ブ
ベ
イ
コ
ク
テ
ン

第299号(3) 

タ
バ
コ
が
原
因
の
住
宅
火
災
が
な
か

な
か
減
り
ま
せ
ん
。
灰
皿
に
は
い
つ
も

水
を
入
れ
て
お
く
よ
、
つ
に
。

⑧
台
所
を
離
れ
る
と
き
は
火
を
止
め
る

天
ぷ
ら
治
は
、
高
温
に
な
る
と
発
火

す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
よ
う
に
。

得
済
封
9

一

代
V
1
段
タ

J
Z
b
E

一

⑨
年
に
一
度
は
プ
ラ
グ
を
チ
ェ
ッ
ク

嵯
房
器
具
を
使
い
始
め
る
前
に
は
、

必
ず
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

併
合

!

一
一、タヨ

第
3
位

ク
ロ
ー
ズ

I
D
C
フ
ア
イ
ヤ

l
ズ

深
作
義
晴
(
オ
ノ
チ
ョ
ッ

プ
ス
)

飛
回
勝
範
(
オ
オ
ブ
ベ
イ

コ
ク
テ
ン
)

高
柳
茂
人
(
オ
オ
ブ
ベ
イ

コ
ク
テ
ン
)

M
V
P
 

打
撃
賞

敢
闘
賞

平
成
8
年
四
月
泊
目
(
祝
日
)

午
後
1
時
却
分
よ
り

と
こ
ろ
大
洗
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
司

会
け

ω)
立
港
ま
で
貸
切
パ
ス
利
用
。

日
立
港
よ
り
大
洗
港
ま
で
ク

ル
l
ズ
予
定

午
後
9
時
大
洗
着
予
定

料

金

2
2
、
8
0
0円

(
フ
ラ
ン
ス
料
理
フ
ル
コ

l
ス
)

主
催
日
本
旅
行
水
戸
支
底

協
賛
大
洗
港
振
興
協
会

後
援
商
船
三
井
客
船
株
式
会
社

発
売
及
び
日
本
旅
行
水
戸
支
庖

間
合
せ
先
密

2
2
4
1
6
0
0
3

と

き花
と
緑
の

「
花
と
緑
の
県
民
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
去
る
叩
月
2
日
に
行
わ
れ
た
第

出
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

(
主
催
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
い
ば
ら
き
協

会
、
茨
城
県
他
)
に
お
い
て
、
磯
浜
婦

人
会
(
柳
橋
幸
江
会
長
)
・
愛
友
会
が
、

地
域
の
部
で
優
良
質
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
ま
た
、
団
体
の
部
に
お
い
て
も
祝
町

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
(
飛
田
幸
男
会

長
)
・
祝
寿
会
(
石
沢
敏
夫
会
長
)
が
、

同
じ
く
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

磯
浜
婦
人
会
・
愛
友
会
の
皆
さ
ん

は
、
東
光
ム
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
を
、

祝
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
・
祝
寿
会

の
皆
さ
ん
は
、
祝
町
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花

壇
を
年
間
を
通
し
草
刈
り
、
植
込
み
、

水
ま
き
等
の
作
業
を
会
員
で
協
力
し
な

が
ら
続
け
て
い
ま
す
。

一金、

3
0
0
、
0
0
0
円

大
洗
町
磯
浜
町
3
5
7
8

茂

木

久

江

殿

ク
ー
ん
で

を
受
賞

会
員
の
方
た
ち
は
、
「
今
回
の
受
賞

を
励
み
に
、
今
後
も
地
域
の
方
々
や
観

光
客
の
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
大

洗
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
花
壇
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
6
な
り
の
町
か
ら

平
成
9
年
2
月
日
日

ひ
た
ち
な
か
市
石
川
運
動
ひ

ろ
ば

マ
ラ
ソ
ン
男
子
・
女
子
の
部

男
子
・
女
子
M
M
(高
校
、

羽
歳
以
下
、

ω歳
以
上
)

参
加
資
格
日
本
陸
連
登
録
者
及
び
ア

マ
チ
ュ
ア
競
技
者
で
高
校
生

以
上

参

加

料

一

般

3
、
0
0
0
円

高
校
生

2
、
5
0
0
円

締
明
り
平
成
8
年
日
月
初
日

申
し
込
み
所
定
の
申
込
書
で
、
大
会

事
務
局
へ

間
合
せ
先
ひ
た
ち
な
か
市
松
戸
町
2

と

き

と
こ
ろ

種

目

ー

l
n
b
!
i
l
-
-

ひ
た
ち
な
か
市
松
戸
体
育
館
内

勝
回
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

盟

0
2
9
(
2
7
5
)
7
7
5
2

一金、

3
0
0
、
0
0
0
円

大
洗
町
成
田
町
1
5
0
2

米

川

昭

男

殿

一金、

l
o
o、
0
0
0
円

第
5
回
磯
浜
中
学
校
卒
業
生
一
向

代
表
新
和
会
会
長
関
根
誠
司
殿

一金、

-
0
0
、
0
0
0
円

大
洗
町
磯
浜
町
1
6
6
0ー
ー

加

藤

健

殿

'" a littie god hand 
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大和田康雄

水
戸
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

i

七
会
村
徳
蔵
に
史
跡
公
園
「
緑
地
広

場
」
が
今
年
の
春
に
完
成
し
多
く
の
方

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は
、
弘
法

大
師
(
空
海
)
と
地
一
万
豪
族
の
娘
、
徳

蔵
(
と
く
ら
)
姫
と
の
悲
恋
話
の
舞
台

と
な
っ
た
伝
説
と
ロ
マ
ン
の
地
で
す
。

県
道
笠
間
緒
川
線
沿
い
の
丘
陵
を
い

か
し
た
史
跡
公
園
に
は
、
長
さ
1
0
0

m
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
や
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
の
ほ
か
、
広
場
中
央
に
は

陶
板
と
芝
生
で
七
会
村
章
を
か
た
ど
っ

た
直
窪
田

m
の
シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
、
四

阿
、
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
な
ど
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

春
の
お
花
見
や
秋
の
紅
葉
が
楽
し
め

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
家
族
で
お
出
か
け

下
さ
い
。

問
合
せ
先
七
会
村
教
育
委
員
会

宮

0
2
9
6
(槌
)
3
3
4
1

〔
評
〕
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
に
あ
が
っ

た
ボ

i
ル
と
、
シ
ン
プ
ル
な
シ
ル
エ
ッ

ト
で
の
構
成
、
さ
ら
に
ち
ょ
っ
と
だ
け

見
え
て
い
る
手
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

(
萩
谷
茂
)

)::l(; 
λρ 

'仁1

0
十秋

ス
九

ン

ー

一フ

4

パ

F
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〔評〕かわいらしさを小さな後ろ姿

と、足先だけで表現してみました。

投
票
所
に
一
番
乗
り
を
常
と
す
る
叶

わ
ぬ
苔
の
病
院
の
朝

角

一

前

原

青

嵐

送
ら
れ
来
し
文
化
祭
の
一
部
草
を
繰
返

し
読
む
退
院
も
真
近
か

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
作
者
の
投
票
所
一
番
桑
り
は
、

ひ
ろ
く
人
の
知
る
と
こ
ろ
ら
し
い
。

入
院
の
為
そ
れ
も
叶
、
え
ぬ
作
者
の
気

持
が
一
首
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
二

首
白
、
文
化
祭
の
参
加
詠
が
病
院
に

ま
で
届
け
ら
れ
て
来
た
の
だ
。
そ
れ

に
励
ま
さ
れ
て
い
る
姿
が
見
え
て
い
る
。

た
あ
い
な
き
孫
を
相
手
の
カ
ク
レ
ン

ボ
布
を
破
り
て
部
屋
隅
に
立
つ

寺

釜

三

村

佳

江

〔
評
〕
「
た
わ
い
も
な
い
L

と
も
い

う
。
と
に
か
く
孫
相
手
の
仕
草
は
、

た
わ
い
な
い
ま
で
に
倖
せ
一
杯
で
あ

る
。
下
旬
に
そ
の
様
子
が
よ
く
出
て

い
る
。

朝
夕
に
秋
風
立
ち
て
新
型
の
衣
料
チ

ラ
シ
は
吾
に
績
な
し

寺

釜

加

部

東

ふ

み

〔
評
〕
季
節
の
移
り
目
な
ど
お
び
た

だ
し
い
チ
ラ
シ
に
驚
か
さ
れ
る
。
年

老
い
た
作
者
に
は
無
縁
無
関
係
と
い

、
つ
の
だ
。

蓮
の
花
あ
ふ
れ
る
こ
ど
く
池
の
面
に

光
あ
つ
め
て
咲
き
満
ち
て
お
り

蔵

前

鴨

川

靖

〔
評
〕
大
貫
池
一
一
回
に
蓮
の
花
が
咲

き
溢
れ
て
い
る
と
い
う
。
私
の
手
も

と
に
一
葉
の
写
真
が
あ
る
。
実
に
素

晴
し
い
。
こ
の
一
首
、
「
光
あ
つ
め

て
L

が
い
い
。

群
雲
の
水
平
線
に
連
ら
な
り
て
小
舟

た
ゆ
た
う
寒
き
朝
風

新

町

宮

部

政

勝

〔
評
〕
作
者
は
、
常
に
実
直
な
歌
を

一
詠
む
こ
と
に
心
を
置
い
て
い
る
。
生

活
詠
も
常
に
そ
う
で
あ
る
。
御
健
一
詠

を
祈
る
。
ね
Z

夕
つ
方
鷺
は
時
の
篠
原
に
白
一
色
と

な
り
て
群
れ
お
り

金
沢

勝

山

お

ら
美
選

庄
司
千
代
子

サザンカ

〔
評
〕
鷺
の
群
は
想
像
を
超
、
え
た
世

界
に
そ
の
時
を
も
っ
。
そ
の
近
く
に

住
む
作
者
の
捉
え
た
実
景
で
あ
る
。

母
の
背
丈
は
る
か
に
越
し
て
臆
元
は

さ
や

さ
い
げ
ん
も
な
く
爽
を
つ
け
た
り

祝

町

古

川

和

〔
評
〕
思
い
も
か
け
ぬ
揮
山
の
爽
隠

元
が
実
を
つ
け
た
の
だ
。
母
の
背
丈

を
超
え
て
。
心
の
豊
か
さ
が
よ
み
と

れ
る
。

う
み
ぎ
し

湖
岸
の
風
に
吹
か
れ
て
降
り
た
て

ば
蒼
き
桧
原
湖
の
水
冷
か
り

新

町

猪

瀬

ゆ

き

〔
評
〕
手
堅
い
詠
み
ぶ
り
。
「
水
冷
か

り
」
と
い
、
フ
感
覚
の
中
に
詩
皐
せ
る
。

若
者
は
男
考
髪
染
め
へ
ソ
出
し
て
自

己
中
心
の
暴
走
の
夏

歳

前

奪

回

山

佳

風

〔
評
〕
作
者
の
時
事
詠
に
は
、
い
つ

も
怒
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
滅
び

ゆ
く
日
本
の
予
兆
。
恐
ろ
し
い
こ
と

で
あ
る
。

孫
の
播
き
し
朝
顔
の
種
子
庭
先
に

「
む
ら
え
』
き
紅
」
の
花
を
つ
け
た
り

祝

町

河

野

み

よ

〔
評
〕
種
子
が
播
か
れ
、
芽
を
出

し
、
花
を
つ
け
る
楽
し
み
、
と
り
わ

け
孫
と
よ
ろ
こ
び
あ
う
姿
は
平
和
で

あ
る
。

病
弱
な
五
回
を
気
ず
か
い
友
だ
ち
の
煎

じ
く
れ
た
る
タ
ラ
株
を
飲
む

大
賞
新
町
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
直
裁
な
詠
み
方
が
よ
い
。
病

い
を
多
く
持
つ
作
者
な
ら
ず
、
人
に

思
い
を
か
け
ら
れ
、
ま
た
、
か
け
る

心
の
世
界
は
い
つ
の
代
に
も
大
切
で

あ
る
。

ふ
さ
ぎ
虫
の
暗
き
ト

l
ン
を
抜
け
出

し
て
散
歩
に
酋
玉
を
一
つ
こ
ろ
が
す

桜

道

照

沼

と

よ

子

〔
評
〕
「
ふ
さ
ぎ
虫
L

と
自
称
し
な

が
ら
、
ロ
か
ら
で
あ
ろ
う
飴
玉
を
ポ

イ
と
路
上
に
吹
き
こ
ろ
が
す
。
作
者

の
軽
い
足
ど
り
が
聞
え
て
く
る
様
で

あ
る
。
な
か
な
か
に
面
白
い
歌
で
あ

る
。
佳
作
。
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謹也

t-" 

白
銀
の
世
界
で
、
ス
キ
ー
を
と
お
し

て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
、
親
子

ふ
れ
あ
い
ス
キ
l
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。初

級
、
中
級
と
分
け
て
ス
キ
l
教
室

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
ス

キ
ー
を
行
う
方
で
も
、
ご
家
族
で
安
心

し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
手
軽
な
ウ
ェ
ア
・
ス
キ
l
板・

らあお

基本醸醸官舎査@轄犠@目曜ガ

ん模音響@購入観〉鱒購づく抄

欝重苦 I~ ついて

お平成8年 11月5臼

「
老
人
保
健
法
」
・
「
結
核
予
防

法
」
に
も
と
づ
く
健
康
診
断
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、

9
月
の
健
康
診
断
を

受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会

に
も
よ
り
の
会
場
で
お
受
け
下
さ
い

0

0
基
本
健
康
診
蛮
(
的
歳
以
上
)

身
体
弘
恥
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血

液
検
査
・
眼
底
検
査
・
心
電
図
検
査

。
結
犠
健
康
診
断
(
日
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

ス
ト
ッ
ク
・
ブ

l
ツ
・
帽
子
・
グ
ロ
ー

ブ
の
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
斗
9

1

(

実
費
)

主
催
大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

日

時

平

成

9
年
1
月
日
日
(
土
)

午
前
4
持
集
合

(
午
前
4
時
四
分
出
発
、

午
後
8
時
大
洗
着
予
定
)

場
所
栃
木
県
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

ス
キ
i
場

参
加
人
数
町
内
の
小
学
校
1
年
生
以

上
の
親
子
初
名
(
必
ず
親

子
で
あ
る
こ
と
)

参

加

費

親

1
人
に
つ
き
3
、
5
0
0円

子
1
人
に
つ
き
3
、
0
0
0円

申
込
方
法
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
費
を
そ
え

て
中
央
公
民
館
内
生
涯
学

習
課
へ
お
申
込
下
さ
い
。

(
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
)

問
合
せ
先
大
洗
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係

官

(
2
6
7
)
0
2
3
0

※
申
込
書
は
、
中
央
公
民
館
図
書
室
カ

ウ
ン
タ
i
に
あ
り
ま
す
。

し整診自雇]D
時

午前9・30-11:30

12月11B

(水)

午後 1:30-3 :30 

午前 9: 30-11: 30 

午後 1:30-3 :30 

午前 9:30-11:30 

関場

大洗町保健センター

松 ケ 丘 住宅集会所

上宿大貫集会所

A 
:z;ミ日

12月9日

(月)

12月10B

(火)

月

。
肺
が
ん
検
診
(
叫
歳
以
上
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
略
疾
細
胞

検
査

。
婦
人
の
健
康
づ
く
り
診
査

(
m
i
四
歳
の
女
性
)

身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

血
液
検
査

。
問
合
せ
先

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

官

加

1
5
1
1
1
(内
線
1
2
4
)

午後 1:30-3 :30 
大洗町保健センター

「幕末動乱期」にスポットをあて、天狗等の乱について学び、ながら、

当時の郷土のようすをふりかえりましょう。(3田シリーズです)

⑧対象者初めて歴史を学んでみようとする一般成人者

⑧受講料 1，000円

⑧申込締切 11月13日までに町中央公民館(盟267-0230)へお申し

込み下さい。

(先着40名様)

「
大
洗
の
菊
ま
つ
り
」
が
叩
月
お
日

か
ら
日
月
n
B
ま
で
大
洗
磯
前
神
社
境

内
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
五
重
塔
、
千
輪
咲
、
懸
庫
、

一
般
盆
養
、
だ
る
ま
造
り
、
盆
栽
造
り

な
ど
、
大
洗
菊
花
愛
好
会
(
海
老
沢
好

一
会
長
)
の
皆
さ
ん
が
、
一
年
間
丹
精
込

め
て
造
ら
れ
た
大
輪
を
付
け
た
花
、
約

2
0
0鉢
が
境
内
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ

て
お
り
、
神
社
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
自

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

同
様
に
役
場
玄
関
前
に
も
大
洗
町
の
町

章
を
形
づ
く
っ
た
菊
花
な
ど
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。

行
楽
の
秋
で
す
。
大
洗
の
菊
を
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

日 時 場 所 内 廿酔....，貝 言義 師

11/20 (水)

午後7時~午後9時
町中央公民館 天狗党の舌しについて(総論)

佐 藤 次男氏

11/25 (月)

(常陽明治記念館田常務理事)

目空7時~午後9時
町中央公民館 天狗党の乱の大洗について

大久保景明氏

11/30 (土)

(郷土史家)

午前9時半~午f主2時
(移動) 大洗周辺

大久保景明氏

回幽」
(郷土史家)

「
愛
の
融
監
」
記

ご
協
力
者
/

〈
全
血
献
血
V

と
き
ロ
月
日
日
(
月
)

午
前
9
時
却
分
i
午
後
0
時
却
分

午
後
1
時
却
分
i
午
後
3
時
却
分

と
こ
ろ
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
別
凶
献
血
・
側
副
献
血

間
合
せ
先
保
健
課
保
健
衛
生
係

宮

(
2
6
7
)
5
1
1
1

内
線
1
2
3

催
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

大
洗
町

主

自Tの人口と世帯

(10月 l日現在)

人口 20.556人(十13)

男 10.154人(+7) 

女 10.402人(+6) 

世帯数 6.576戸(+6) 

転入 52人転出 36人

出生 13人死亡 16人

(H. 8.10. 9現在)

開催日 開始時間 催 事 内 全'"*"'ヨ「 開催場所 ::E イ窪 入場方法

11月10日(日) 9 : 00- 第 2回ふるさとの唄コンクール大会 ホール 民謡民舞連合会 無 料

11月17日(日) 一二部部 13: 00 チャリティー歌謡ショー オミ一一 ノレ 大洗町身体障害者福祉協会 有 料18: 00-

11月208~ぬ 10: 30- 茨城県環境にやさしい農業推進大会 ホール 茨城県農林水産部 関係者

11月初日制 12: 00- 年 末調 整 説 明 ~ミ、 大会議室 大洗町役場税務課 関係者

11月23呂田 10: 00- 名 作童話 映 甑会 ホール 備j 映 光 社 有 料

三大洗文化センタ一行事予定衰 (11/10-23) 

先
月
号
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
引
き

続
き
、
「
結
核
・
基
本
健
康
診
査
」
の

結
果
で
、
毎
年
要
注
意
の
方
が
多
い
中

性
脂
肪
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

中
性
脂
肪
は
体
内
に
あ
る
脂
肪
の
一

種
で
す
。
体
の
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う

ち
、
使
わ
れ
な
か
っ
た
余
分
な
も
の
は

皆
さ
ん
の
最
も
恐
れ
て
い
る
皮
下
脂
肪

と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
大
部

分
が
中
性
脂
肪
で
す
。

中
性
脂
肪
は
食
事
と
し
て
体
の
中
に

入
る
と
、
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、
カ
イ
ロ

ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
物
質
に
な
っ
て
血
液

の
中
に
入
り
ま
す
。
血
液
の
中
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ
、
!
物
質
を
運
ん
だ
り
、
蓄
え

た
り
、
ま
た
臓
器
を
保
つ
と
い
う
重
要

な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
こ
の
中
性
脂
肪
が
血
液
中
で

保健センター

定より

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密266~2442) へお問い合わせ下さい。

機
能
回
復
訓
練

み出71ネ61み|丸山81み
事

業

名

子

母

中日

婦
人
健
康
づ
く
り

診

査

事

後

指

導

三

歳

児

健

診

離

乳

食

教

室

保

キ百

国手L

児

健

12 
/ 

伺)2 

子

ヰ目

母

ロ
/
刷

三

種

混

合

接

種

〆

ro

ロ

/

山

川

一
歳
六
ヵ
月
児
健
診

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
日
月
四
日
(
火
)

0
1
月
2
日
(
金
)

o
日
月
却
日
(
金
)

o
ロ
月
6
日
(
金
)

o
ロ
月
日
日
(
火
)

多
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
同
じ
よ
う
に
動
脈
硬
化
や
そ
れ
に

関
連
し
た
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

し
ん
き
ん
ζ
う
そ
く

日
本
人
の
場
合
、
心
筋
梗
塞
の
患
者

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
く
、
む
し
ろ
中
性
脂
肪
が
高
い
値

を
一
京
す
例
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中
性
脂
肪
の
値

を
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
成
人
病
を
予
防
す
る
第
一
歩
で
す
。

中
性
脂
肪
の
値
は
、
食
事
・
性
別
・

年
齢
な
ど
で
変
わ
り
ま
す
。

食
事
・
:
食
後
初
分
ぐ
ら
い
か
ら
上
昇
し

は
じ
め
、

4
1
6
時
間
後
に
最
も
高
く

な
り
ま
す
。

性
別
・
・
・
男
性
は
女
性
よ
り
も
平
均
値
が

や
や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
:
・
男
性
で
は
的
オ
代
、
女
性
で
は

談談診談

主サ

象

母
親
及
び
乳
幼
児

9
月
実
施
の
婦
人
健
康
づ
く
り
診
査

の
結
果
・
要
指
導
の
方

満
3
歳
に
達
し
た
幼
児

生
後
3
ヵ
月
1
ロ
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

老
人
医
療
券
新
規
交
付
者

生
後
3
ヵ
月
1
4
ヵ
月

生
後
6
ヵ
月
j

7
ヵ
月
の
乳
児

母
親
及
ぴ
乳
幼
児

生
後

3
ヵ
月
j
川
町
ヵ
月
の
乳
幼
児

満
1
歳
6
ヵ
月
に
達
し
た
幼
児

んや

)

三

)

区

1

月

1
岬
ん
時
ケ

ム口

J

J

F

9

光

xH
歳

東

酬

1
、
I
J
 

aノ

者

受
付
実
施
時
間

9
時
泊
分
l

u時
ω分

l
時

ω分
i

2
時
∞
分

1
時
∞
分
i

2
時

ω分

日
時
∞
分

l

1
時
∞
分

9
昨
吋
初
分

i

日
時
初
分

1
時
∞
分
j

2
昨
吋
∞
分

9
時
∞
分
l

日
時
吋
∞
分

1
時
日
分
i

2
待
日
分

1
時
∞
分
l

2
時
∞
分

0
ロ
月
日
目
(
金
)
内
科
医
診
察
指
導

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

o
u月
幻
日
(
水
)
整
形
外
科
医
診
察
指
導

o
ロ
月
3
日
(
火
)
理
学
療
法
土
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

ωオ
代
で
最
も
高
く
な
り
ま
す
。

季
節
・
・
・
体
内
の
代
謝
が
活
発
に
な
る
夏

に
低
く
、
そ
の
逆
の
冬
は
高
く
な
り

ま
す
。

中
性
脂
肪
を
た
め
な
い
日
常
生
活
は
、

①
糖
分
の
多
い
お
菓
子
や
果
物
の
と
り

す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
酒
の
欽
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

、「ノ
③
た
ば
予
」
は
中
性
脂
肪
の
分
解
を
さ
ま

た
げ
ま
す
。

④
運
動
を
積
極
的
に
お
こ
な
い
ま
し
ょ

、つノ

⑤
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

今
ま
で
健
康
診
断
で
異
常
が
な
か
っ

た
方
も
、
も
う
一
度
ご
自
分
や
家
族
の

生
活
を
見
直
し
て
み
て
下
さ
い
。

(
保
健
婦
・
照
山
美
樹
記
)
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